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1  は し め に

当試験場で作成 したニンニクモザイク病のウイルスに対

する抗血清を用いたDIBA法 の開発により,ニ ンニクのウ

イルス検定を簡便て大量に行うことが可能となった。そこ

で,ほ場で栽培中のニンニクについてDIBA法 によるウイ

ルス検定を行ったところ,現場でも短期間で大量に検定で

き,大量に検定する場合の労力等の面で知見を得たので報

告する。

2試 験 方 法

に)検定方法

DIBA法 :山下・及川
1)に

準じて行った。

12)供試材料

青森県畑作園芸試験場で栽培中の198b年 に茎頂培養した

エンニク3,610株を供試 した。

3)試料の調整

2月 下旬及び4月 上旬にニンニクの新葉の先端約 l cIを

採取して容量1 5mlの マイクロチュープに入れ,磨砕作業

まで-20℃ の冷凍庫で保管 した。

保管した試料はそのままマイクロ乳棒で磨砕してマイク

ロチュープごと小型遠心分離機にかけた。

3 試験結果及び考察

a)検定作業は3月 下旬から4月 中旬にかけて研究員 1

人,補助 5人の計 6人の組作業で行った。

表 1 検定の行程と処理時間

注 陽性反応株の抜き取りは4月 中旬に行った。

表 1に検定作業の各行程別の処理時間を示した。

●)検定試料の調整にあたっては,表 1に示 した様に磨

砕行程が時間を要する行程で,3人が磨砕を受け持った。

マイクロチュープ内の試料をマイクロ乳棒で磨砕する方法

は,1人 1時間に22株分可能である。作業は容易で, しか

も間違いがなかった。マイクロ乳棒は 1本400円 強と高価

なこともあり,40本用意して 1回 ごとに洗浄じ煮沸消毒 し

ながら使用 した。この洗浄・煮沸消毒と試料の遠心分離を

1人が受け持った。マイクロチュープは必要数を準備 して

対応した。当初,乳鉢と乳棒を用いた磨砕方法を検討した。

能率は,乳鉢と乳棒を使用した場合には 1人 1時間に50株

可能である。 しかし,乳鉢,乳樺を洗う時間と磨砕後にマ

イクロチューブに移す時間を考えると,マ イクロチューブ

とマイクロ乳棒を使用したほうが,作業時rB5が少ない等か

ら,マ イクロ乳棒でマイクロチュープ内の試料を直接磨砕

する方法とした。

(31 遠心分離後の試料をニトロセルロース紙に滴下する

作業は2人で受け持った。

ニトロセルロース紙に試料を滴下した後は,約 5℃ の冷

蔵庫内に1日 ～ 1週間保管 した。 1枚に35株分を滴下 した

ために,1,000株分でも29枚 になり,そ の後に抗血清を使

用して陽性の試料を発色させるまでの行程は 1人,1日 あ

れば可能であった。

に)判定は,研究員が行い, 1日 に約1,000株分の判定

が可能であった。

発色は薄いものもあったが,判定は容易であった。発色

の濃かった株と薄かった株を分けて病徴観察したところ
,

発色の濃かった株の方が明確な病徴を示 している株が多く

(72%).発 色の薄かった株は明確な病徴を示している株が

少なかった (53%)。

6)陽性反応株の抜き取りは試料の番号と前もってつけ

ておいたは場の株の番号とを照合することにより容易に行

うことができた。

6)表 2に主要な検定資材の1,000株 分の費用を示 した。

1,000株 当たり38,730円であった。

4 ま と め

最初に,試料の採取を 6人で行ない,その後に磨砕作業

試 料 の 採 取

遠心分離 と乳棒の消毒

陽性反応株の抜 き取 り
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表2 主要な検定資材の費用 を 3人,磨砕した試料を通 さ分離機にかけたリマイクロ乳

棒を洗浄・煮沸消毒する作業を 1人 ,島心分離にかけた試

料をニトロセルロース紙に滴下する作業を 2人という形の

組作業を行えば,ニ トロセルロース紙に試料を滴下するま

での作業を,1日 400株 は可能であった。
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資材 名 缶繰り金 額
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